第39回国際小児腫瘍学会議報告＜大川記念奨学金海外研修報告書（平成19年度）＞ by 皆川 藍子 & Aiko Minagawa
一　276　一
三医大誌　66（2）：276－280，2008
大川記念奨学金海外研修報告書（平成19年度）
　　　　　　　　　　　　第39回国際小児腫瘍学会議報告
39th　Congress　of　the　lnternational　Society　of　Paediatric　Oncology　Report
皆　川　藍　子
Aiko　MINAGAWA
東京医科大学病院看護部
　私は今回、日本だけでなく、海外における小児がん
医療・看護の現状を知り、患者や親の会の方々と交流
をもっことで小児看護・家族ケアへの知識を深め、実
践力を高めることを目的とし、2007年10月29日～ll
月3日インドのムンバイで開催された「第39回国際
小児腫瘍学会議“SIOP”（lnternational　Society　of
Paediatric　Oncology）」に参加しました。
　会議はアラビア海のマリーン・ドライブ沿いにある
ホールで行なわれ、ホール内では大きく8つの会場が
あり、それぞれの会場で小児がんの基礎研究から治
療、ケア、長期フォロー、社会復帰などのさまざまな
視点からの講演とシンポジウムが開催されました。参
加者はほぼSIOPの会員で、世界各国から医師・看護
師、または医療系の職業・学校教員が集結しており、看
護の集会では小児がんのこどもと家族への看護につ
いて情報交換や研究発表、ワークショップが行なわれ
ました。
　看護集会のホールでは世界各国の看護師が集まり、
代表者が研究発表をした後に質疑応答が行なわれる
形式で進められました。毎年開催される会議とあっ
て、お互い顔なじみが多いようで会場では活発な意見
交換がされていました。
　発表されたもののなかには、研究ではなく、がん患
者である子どもたちが集まってキャンプミーティン
グをした様子が写真とともに紹介されたものもあり、
楽しそうに参加している子どもたちの笑顔が印象的
でした。また、実際に参加した患児の意見も聞け「と
ても貴重な体験で、院外で同じような経験をした人た
ちに出会える。患児同士の交流をもてることは情報交
換と経験の共有ができるのはもちろん、適度な運動に
もなり、親や家から離れて気分転換にもなる」と体験
談を話していました。患児にとっては他の患児と心の
つながりがもてる機会となり、医療者側からすれば、
解放されたリラックスした状態の患児との関わりの
なかで、彼らが抱えている問題を見出し、議論できる
機会となっているのだろうという印象を受けました。
　ホール内で発表できる研究の件数は限られている
ため、世界各国の看護研究は主に1枚のパネルにして
廊下のボードに貼られ、パネルディスカッション形式
で各国が簡潔に発表する形式がとられました。
　このなかの論文「兄弟を小児がんで亡くした人々の
悲嘆の過程」については、考えさせられることがあり
ました。この論文は表題の通り、兄弟姉妹をがんで亡
くした現在23～26歳の4名に‘亡くなる前・その時・
その後のプロセスを聞いた内容でした。兄弟姉妹を
亡くした年齢は小学生低学年から大学生とさまざま
でしたが、共通していたことの一つに何らかの身体的
症状があった事が挙げられていました。親に心配させ
たくないあまり、その症状を一人で抱えていたという
例が多く、また闘病中には親の目は病気の兄弟に集中
していたので寂しさを覚えたのに、亡くなった後は急
に自分に関心が向けられ、戸惑い、プレッシャーに
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なったという意見も聞かれていました。そして特に印
象に残った事例の一つは「闘病中の児に母親が付きっ
きりになり、残された兄弟はなかなか母親に会えず久
しぶりに会えたのは児が亡くなった時の霊安室だっ
た。母に会えた喜びで笑顔がこぼれたら母親に怒ら
れ、今でも心の傷として残っている」という話でした。
この事例では母親へのインタビューもとれており、そ
れによると今では反省し、怒った事の自責の念に駆ら
れているとの事。闘病中、親の気持ちは患児に集中し
てしまい、他の兄弟との問に距離ができてしまいがち
なのかもしれません。その現状に気付き橋渡しをする
役割が看護師にはあると考えさせられました。患児と
面会に来る両親とは日々関わるため気に掛けやすい
ですが、家で残された兄弟は見落とされがちです。
ディスカッションの時「患児の入院の際、残された兄
弟にどのように話をしてきましたかと両親に一声掛
けるだけでも意識が違う」との意見もありました。患
児や両親だけでなく兄弟を含めフォローすることが
家族看護なのだと改めて学び、家族の誰かが入院した
らその時点で家族を再構築するべきであり、看護師は
家族全体を捉え、そして親・兄弟と順々にケアする役
割があることを忘れてはいけないと考えさせられま
した。
　患児の心のケアはもちろんのこと、家族ケアの必要
性は各国の人たちも述べていました。ノルウェーの現
役看護師の一人は、入院しても子どもたちにはなるべ
く家と同様の環境を与えるために面会者の制限はし
ない。両親・兄弟・友達みんな面会を許可する、それ
が亭亭にとっても家族にとっても心の安定につなが
るとの考えを持って看護していると話していました。
現在、わが病棟では面会制限をしています。SIOPで、
それは誰の目線からの決まりなのかなど指摘され、考
えさせられる場面もありました。
　このように今回のSIOP参加では、世界各国の看護
の現状と看護師の考えを知ることができ、また、自分
自身の看護観を深める機会となりました。臨床の場で
この経験を生かして家族を含めた看護ケアを行なっ
ていこうと思います。
　最後に、このような貴重な機会を与えて頂いたこと
に感謝し、関係者の方々にお礼を申し上げます。
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はじめに
　平成19年6月28日から7月1日までスウェーデ
ン・ストックホルムにて第13回国際頭痛学会が開催
され、この会議において「良性発作性頭位性めまいに
伴う頭痛の臨床的特徴についての疫学的研究」を発表
する機会を大川奨学金にていただいたので、ここに報
告する。
研修目的
　頭痛専門医として日々の頭痛診療に携わる身とし
て、国際学会で議論されている頭痛の基礎研究・臨床
研究の最新の知識を習得するとともに、自らの頭痛診
療から得られた疫学的研究成果を報告し、意見交換を
行うことを目的とした。
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